予算要求資料
平成27年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：観光費　目：観光開発費
	事業名　新県営公園誘客推進事業費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　商工労働部　観光課　観光企画係　電話番号：058-272-1111（内　3058）

　　　　　　　E-mail： c11334@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　         7,500千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	7,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,500

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
県営４公園（養老公園、世界淡水魚園、平成記念公園、花フェスタ記念公園）については、平成26年度から、各施設と連携した重点的な誘客推進を図っている。

このうち養老公園は、これまで一定の集客が図れているものの、園内施設やサイン等の老朽化、滝谷付近の商店通り（以下、滝谷商店通り）の魅力低下などにより、入園者数は年々減少傾向にある。また、養老町では、平成　29年（2017年）に「養老改元1300年祭（メイン会場（予定）：養老公園）」を開催予定であり、これらを踏まえた養老公園の魅力向上は喫緊の課題である。
（２）事業内容

　　　養老公園の誘客推進の一助とするため、養老公園内の主要スポットである、滝谷商店通りの店舗修景に要する経費の一部を助成する。

【補助対象経費】
　　　　　養老町が実施する、養老公園内にある滝谷商店通りの店舗修景への補助事業に要する経費
【補助対象者】
　　　　　養老町
【補助率・補助限度額】
○補助率　　　　　県1/3、町1/3、商店主1/3
○県補助限度額　　1,500千円
　　　　　　　　　　　　　　※一年度あたり約５件の助成を想定（全19件）

（３）県負担・補助率の考え方

　　　本補助金は、「県営公園誘客推進事業」により施策展開している４公園のうち、養老公園に係る施策の一つとして位置づけているものであることから、県負担の必要性が認められる。

また、本補助金は、養老公園への誘客推進を目的に、養老町が実施する、滝谷商店通りの店舗修景への補助事業に要する経費を対象に、その経費の一部を助成するものであるため、受益者負担の観点から、県・町・商店主で補助率を按分する。
（４）類似事業の有無　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	7,500
	養老公園内にある滝谷商店通りの店舗修景に要する経費に対する助成

	合計
	7,500
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項

（１）各種計画での位置づけ

岐阜県長期構想

Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　　　３　地域の魅力を高め、観光交流を拡大し、消費を増やす

　　　　（地域の魅力を高めるために）
岐阜県観光振興プラン
（２）後年度の財政負担

養老改元1300年祭の開催年である平成29年度まで継続予定。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　養老公園内にある滝谷商店通りの店舗修景を、養老改元1300年祭の開催前までに行い、統一的で魅力あふれる滝谷商店通りへリニューアルすることで、養老公園の誘客推進の一助とする。
また、過去５年（平成20年～24年）の最多入込客数に比べて５％の底上げを達成する。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	滝谷商店通りの修景実績
	－件
（H  ）
	0件
（H  ）
	0件
（H  ）
	0件
（H26）
	19件
（H29）
	－％


	養老公園ｴﾘｱ

観光入込客数
	－万人

（H  ）
	74万人

（H24）
	75万人
（H25）
	75万人
（H25）
	103万人

（H29）
	72.8％


※観光入込み客数は延べ人数ベース

※養老公園エリア：養老公園、養老天命反転地、岐阜県こどもの国、楽市・楽座養老の計
（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

新規要求事業であるため、特になし。
（参考；県営公園誘客推進事業）

　・Wi-Fiの環境整備や外国語パンフレット作成など訪日観光客の受入体制の整備

　・関西エリアを対象とした団体客向けモニターツアーの実施


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　新規要求事業であるため、特になし。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	観光において、食や土産物は必要不可欠なコンテンツであり、これらを提供する滝谷商店通りの活性化は、養老公園の誘客推進に大きく寄与することから、養老公園を所管する県においても滝谷商店通りの活性化に向けた取組みを支援する必要がある。

なお、その土地の風土に馴染んだ、統一的な景観を有していることは、魅力的な観光地としての重要な要素の一つであることから、統一的な景観に向けた取組みは有効な手段といえる。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
―

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

―

	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
養老公園の誘客推進、ひいては養老改元1300年祭の開催に当たっては、養老町をはじめ、地元住民の協力が必要不可欠であることから、養老町との緊密な連携及び地元の機運醸成を図る必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　景観コンセプト等を十分に検討の上、養老改元1300年祭の開催年である平成29年度まで、継続的に事業を実施する必要がある。


